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学位論文審査結果の要旨
申請者は，indolo[2,3-a]carbazoleを共通骨格とし，proteinkinaseC阻害作用を持つ天然物およびその類
縁体の簡便合成法を開発することを目的として研究を展開し，下記の成果を得た。
１．工業的な規模の生産法が確立しているindigoを原料として，Ac20-AcOH中，Ｚｎ，ＦｅまたはＳｎを用い
て還元する，新規な反応を見出すことにより，目的に適ったbuildingbIocksとして２，２－biindolyl,ｌ－
ａｃｅｔｙｌ-2,3-dihydro－２，２'一biindoIyl,３－acetoxy－２，２'一biindolyl,３－acetoxy-3-acetyl－２，２'一biindolyl,３－
acetoxy-１，３'‐diacetyl-2,2ﾘｰbiindolylのそれぞれを，選択的にｌ工程で合成する方法を確立した。また，
indoIineから２，２Lbiindolylを合成する改良法も確立した。
２２，２'-BiindolylとdimethylacetylenedicarboxylateとのDiels-A1der反応により，indoIo[2,3-a]‐
carbazole誘導体を合成し，さらに各種アミンと反応して，新規なＭ６)－置換in-dolo[2,3-a]pyrrolo[3,4-d-
carbazole-5,7(Ｍ)-dione誘導体群を短工程で得る方法を開拓した。
３．３－Acetoxy-2,2'‐biindolylを用いて，５位に酸素官能基を有するindolo[2,3-a]carbazole化合物群の簡便
な合成法を確立した。
４抗ウイルス作用を有する天然物である，６－cyano-5-methoxyindolo[2,3-a]carbazoleを標的化合物として，
indigoから３－acetoxy-2,21-biindolylを経る５工程による全合成ルート，また２，２Lbiindolylを経るindigo
から６工程による全合成ルート，およびindolineを原料として２，２'一biindolylを経るＳ工程全合成ルートと
いう，三つのルートを確立し，標的化合物の最初の全合成に成功した。
５新規化合物として，天然物のindolo[2,3-a]carbazole基本骨格のＣ環にthiazole環を融合させた，６－
amino-および6-acetylaminoindolo[2,3-a]thiazolo[5,4-clcarbazoleを合成することに成功した。
以上得られた独自の成果は，indolo[2,3-a]carbazole合成研究の領域において，今後多くの研究者に利用さ
れ，この領域の進展に貢献すると考えられろ。
論文審査委員会は，口頭発表の結果をも踏まえて，本論文が博士(薬学)論文に相応しい内容を持つと判定
した。
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